








 

心身障害児発生ときわめて関係の深い発育遅延胎児の予防対策には,原因の究

明と胎児期での早期診断法の確立が必要であることは言うまでもない。本研究

班は以上の目的達成のために(1)母体環境からみた SFD の診断基準に関する研

究,(2)胎児環境からみた SFD の診断基準に関する研究,(3)SFD の発生原因並び

に予後に関する研究,の3班に分かれ研究してきたが,昭和51年度では次のよう

な成果が得られた。しかしすべてを満足し得たわけではなく,さらに一歩進んだ

適切な簡易診断法および予防対策,治療対策が望まれるところである。 


